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　めん羊は飼料の利用範囲が広く穀類に依存することが少ない家畜であるため、生物資源の有効利用の

観点からも飼百の拡大が望まれている。めん羊飼養を拡大するためには、その繁殖効率を高めることに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　　2，3）
よって生産性を向上させることが重要であり、ホルモンを用いた発清同期化や年間2回繁殖技術等の応

用が検討されている。また、これらの技術を用いる際に生じる分娩頭数の増加に対応して、子羊の育成

率の増大を図るとともに哺乳による母体の消耗をできるだけ少くする目的で、子羊の人工哺育の有効性

が指摘、，飴亀．ここでは代用乳を用いて子羊の人工囎試馳行7：1・・，・．その有効性について検討・

加えた。

材料および方法

　供試しためん羊は当学部付属大室農場において1979年から1982年の間に出生したサフォーク種

13頭、同種とケント種およびコリデール種との交雑種24頭である。人工哺育試験は、生後1週間以内

に母羊から隔離した子羊を用いて構内農場において行った。

　人工哺乳は羊用代用乳が布販されていないため牛用代用乳（日清製粉製ネオカーフサックル）を用い、

子牛用の適正濃度の約2倍である23％の濃度（wrw）で約40°Cの温湯に溶解したものを保乳ビンと

自動哺乳器を用いて行った。同時に粉体をペレット状人工乳（日清製紛製ネオカーフスターター）と1

：1の比に混合し、給餌器を用いて与えた。

3週齢以降は、ペレット状人工乳と濃厚飼料（長野県くみあい飼料製17ペレット）を1：1の比に混

合し給餌黒を用いて与えた。

　なお試験期間申1週間ごとに体重の測定を行った。人工哺育試験終了後の発育は、予羊を一般管理群

とともに飼膏し3週間の増体量を測定することによって調査した。

　対照群には一般管理群の母羊に哺育させた子羊を用い、1週間ごとに体重を測定した。人工哺育の成

績は対照群の8週齢までの増体量と比較し、人工ll甫育後の発育は対照群の8週齢から11週齢までの発

育と比較した。

結果および考察

人工哺育開始時と終了時の体重、および人工哺育期間中の増体重を表1に示したが、人工哺育期間中
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表1．人工哺育開始時と終了時の日齢と体重および人工哺百期間中の増体量

羊番号と性
離乳

J始
離　乳
J始時

離乳

I了
離　乳
I了時

増体量 旧当り
搗ﾌ量

日齢 体璽矧 日齢 体重鰯 矧 働

サフォーク1♂ 2 3．9 63 22．2 18．3 0．30

サフォーク2♂ 2 4．6 57 22．8 177 0．32

サフォーク3♀ 2 3．4 63 20．2 16．8 0．28

サフォーク4♀ 2 5．0 57 21．1 16．1 0．29

サフォーク5♀ 7 6．9 53 20．4 13．5 0．29

雑　種1♂ 1 6．4 56 26．8 20．4 0．37

雑　種2♂ 4 4．8 51 15．4 10．6 0．23

雑　種3♂ 4 4．8 51 16．4 11．6 0．25

雑　種4♂ 0 2．5 56 19．0 16．5 0．29

雑　種5♂ 0 2．5 56 15．3 13．1 0．23

体重はほぼ直翻・増加し、矢内5 ｳが鮪・ているよ，な人瑠L開始陶増催の減少は認め、れな

　　　　　　　　5）
かった。これは矢内らが生後20日齢に母羊から隔離したのに対して、今回は生後1週聞以内と比較的

早期に母羊から子羊を隔離したためと考えられるo

　人工哺育期間中の1日当り平均増体量を算出し、対照群の1日当り平均増体量と比較した（表2およ

び3）。対照群内では単子で分娩された個体の1日当り平均増体量が、双子の1日当り平均増体量より

有意（P＜0．01）に大きく、人工哺育された個体の1日当り平均増体量はこれらの中間の値を示した。

すなわち、サフォーク種（表2）においては人工哺育群の1日当り平均増体量は0，30k9であり、この値

は対照群騨子の1日当り平蝋体量0・86k9より劣・た（瀦間にP〈0．05で臆差は存在しない）、

しかし対照群の双子の1日当り平均増体量0。23kgより有意（P〈0．05）に優れていた。また、サフォ

ーク雑種群（褒3）において人工哺育群♂の1日当り平均増体重は0．27k9であり、この値は対照群の

単子♂の1日当り平均増体量0．38kgより有意（P＜0．05）に劣った、しかし対照群の双子♂の1日当

　　　　　　　　表2．サフォーク種子羊の人工哺育申および終了後の1日平均増体量

性 n
人工哺育　中　の
P日当り増体量※
@　　　　　鰯

人工哺育終了後の
P日当り増体量※
@　　　　　1く功

人工哺育
　♂

@♀
堰{♀

235 0．31ab±0．01

O．2ga士0．01
O．30ab±0．01

α24
O，10a士0．01

O．14a士0．03

自然哺胃
i単子）

ｩ然哺育
i双子）

　♂

@♀
堰{♀

@♀

5162 0．35b±0．01

O．39
O．36々士0．01

O．23c＋0．　Ol

0．32b±α06
O．31

O．32b±0．05

O．22c士0．02

※Mea吐SEM縦列で異な・た敵字を持つ平均値間｝・舗差効（Pく0．05）
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表3．サフォーク雑種子羊の人工哺育申および終了後の1日平均増体量

性 n
人工　哺育中の
P日当り増体量※
@　　　　　團

人工哺育終了後の
P日当り増体量※
@　　　　　輸

人工哺育 ♂ 5 0．27a±0，03 0．12a±0．（鳩

自然哺育
i単子）

　♂

@♀
堰{♀

325 0．38b士0．01

O．27a士0．02
O．34ab士0．03

0．30b士0．05

O．13a±0．10
O．23b±0．06

自然哺育
i双子）

　♂

@♀
梶{♀

8614 0．23c±0．02

O．20c士0．01

O．21ρ士0．01

0．23b±0．01

O．18a±0．01

O21b±0．01

　　　※Mean士SEM、縦列で異なった肩交字を持っ平均値間に有意差あり（P＜O・　05）

り平均増体量0．23㎏より有意（P＜O．05）に優れていた。これら人工1哺育群の1日当り平均増体螢

は、いずれも羅、の試作代fi］、￥Lによるサ。。．，雑勧人、、哺醐・おける1・当・平均増憶

0．268　1〈2とほぼ同等であるo

今回の試験においては・代用乳の轍が子羊の鵬に及ぼす影響についてはT…しなかったが詣肪

含量の高い代用乳の方が低い代用乳より子羊の成育に適しているとする報告があり、一方、脂肪含蚤は

子羊の成育に影響を与，ない、す。繕も。，、羊用代用乳の開発には更・粉・研究が必要であ・。

しかし、子羊用代用乳が市販されていない現在では、今回の結果から牛用代用乳を子牛に対する適正濃

度の約2倍の濃度で与えれば十分実用的であると考えられた。

　人工哺育終了後の1日当り平均増体量はサフth・一ク種（表2）でO、　14　k2、雑種（表3）で0，12k2

と共に極めて小さな値を示した。これらの値は各々の人工哺育期間中の1日当り平均増体量より有意

（P〈0．01）に小さかった。また、対照群においても8週齢以前の1日当り平均増体量に比して、8

週齢から11週齢の間の1日当り平均増体量が小さくなる傾向が存在したが、これらはいずれも有意な

減少とは認められなかった。

　人工哺育群に認められた哺育終了後の増体量の著しい減少は、一般管理群との混合飼育關始に伴なっ

て飼料を十分に摂取できない個体が出現する事に起因するものと考えられる。従ってこの増体量の著し

い減少は、子羊を成羊群と分離飼育することで防止できるものと考えられる。

摘　　　　　要

めん羊の人工哺育について、市販の牛用fk用乳を23％（W／W）に溶かしたものを用いて検討した・

　1）人工哺育期間中の1日当り平均増体量は、対照群の単子の1日当り平均増体量より劣る傾向が存

在したが、双子の1日当り平均増体量より有意（P＜0．（あ）に優れており十分実用的であると考えら
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れた。

　2）人工哺育終了後に増体重の著しい滅少が認められた。これは成羊群との混合飼育によって飼料を

十分に摂取できない個体が出現するためで、飼養方法の改善により防止できるものと考えられた。
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